
スマート農業の全国展開に向けた導入支援事業
①農業支援サービス導入タイプ（申請マニュアル）

令和４年９月
農林水産省

農産局農産政策部技術普及課

【重要】gBizIDプライム発行の際は、書類審査に原則２週間ほどの期間を要します。また、書類に不備が
ある等の場合には、さらに時間がかかることも予想されますので、スケジュールに余裕をもってア
カウントを取得して頂きますようお願いします。



申請に関するお問い合わせ先一覧
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【 事業全般に関するお問い合わせ（農林水産省技術普及課農業支援サービスユニット）】
03-6744-2218（平日10時00分～17時00分、12時00分～13時00分を除く）

【 事業詳細や申請に関するお問い合わせ】（平日10時00分～17時00分、12時00分～13時00分を除く）
北海道農政事務所:011-330-8807
東北農政局:022-221-6214
関東農政局:048-740-0447
北陸農政局:076-232-4893
東海農政局:052-746-1313
近畿農政局:075-414-9722
中国四国農政局:086-230-4249
九州農政局:096-300-6273
沖縄総合農政局:098-866-1653

【 gBizIDに関する問い合わせ先（デジタル庁）】
https://gbiz-id.go.jp/top/contact/contact.html[外部リンク] 
電話でのお問合せ（ヘルプデスク）:0570-023-797（平日9時00分～17時00分）

【 eMAFFに関する問い合わせ先】
https://e.maff.go.jp/Inquiry[外部リンク] 
電話でのお問合せ（ナビダイヤル）:0570-550-410（平日9時30分～17時30分）



本事業の流れ
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＜本事業の流れ＞

①申請締め切り

②審査期間（約１か月間）、審査結果の通知

③交付申請

④補助事業の実施

⑤事業完了（機械の納品後、納品書や請求書の接到等、実績報告に必要な書類の整理までの手続きの完了。令和４年度内。）

⑥成果目標の達成に向けた取り組みを実施

⑦事業実施状況の報告等（実施要領様式第6-1号により目標年度の翌年度の７月末日まで）

※申請後の詳しいスケジュール等については、管轄の農政局によって異なる場合があります。



eMAFF申請の手順

１．eMAFFプライムの取得

２．申請する事業の検索

３．申請の作成・提出
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１．eMAFFプライムの取得

農林水産省共通申請サービス（eMAFF）での申請にあたって、事前に、gBizIDプライムを取得していただく
必要があります。

（ 本人確認がお済みでない「gBizIDエントリー」では申請手続きができないため、ご注意ください。）

詳しくは、下記をご覧ください。

【 gBizIDに関する問い合わせ先（デジタル庁）】
https://gbiz-id.go.jp/top/contact/contact.html[外部リンク] 
電話でのお問合せ（ヘルプデスク）:0570-023-797（平日9時00分～17時00分）
•gBizIDの申請Webサイト
https://gbiz-id.go.jp/top/[外部リンク]
•gBizIDのよくある質問
https://gbiz-id.go.jp/top/faq/faq.html[外部リンク]
•gBizIDプライムの作成マニュアル
https://gbiz-id.go.jp/top/manual/pdf/QuickManual_Prime.pdf(PDF:1,880KB)[外部リンク]

【 eMAFFに関する問い合わせ先】
https://e.maff.go.jp/Inquiry[外部リンク] 
電話でのお問合せ（ナビダイヤル）:0570-550-410（平日9時30分～17時30分）

① gBizIDプライムの取得

5

【重要】gBizIDプライム発行の際は、書類審査に原則２週間ほどの期間を要します。また、書類に不備が
ある等の場合には、さらに時間がかかることも予想されますので、スケジュールに余裕をもってア
カウントを取得して頂きますようお願いします。



１．eMAFFプライムの取得

①で取得したgBizIDプライムでeMAFFにログインし、初回ログイン時に規約に同意していただくと、申請
手続きができるようになります。また、gBizIDエントリー又はeMAFFエントリーを取得済みの方も、eMAFF
にログインし本人確認を行うことで、申請手続きができるようになります。

↓以下ページからアカウントの作成、申請手続きが行えます。

（URL）https://e.maff.go.jp/GuestPortal?ec=302&startURL=%2Fs%2F

② eMAFFプライムの取得
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①gBizIDプライムの取得（外部リンク）

②取得したgBizIDプライムでログインし、
申請手続きを行ってください。

eMAFF上の操作については、こちらのマ
ニュアルをご確認ください。



２．申請する事業の検索

○ １の手順で作成した申請者アカウントで、

以下サイトにログインします。

（ＵＲＬ）https://e-maff.force.com/shinseisha

①eMAFFプライムでログインします。

②ポータル画面の「手続きを探す」をクリックし、
表示された一覧から「キーワードで探す」をクリックします。

③事業を検索します。

○ 農業の補助金タブを選択。

○ 対象者チェックボックスにチェック。

（すべてのチェックボックスにチェックが入ります。）

○ 「スマート農業」で検索。

○ 「スマート農業の導入支援事業（農業支援
サービス）」の「４次公募」の一番右にある

「新規」の マークをクリックします。

〇 申請者の作業内容
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３．申請の作成・提出

〇 申請者の作業内容その１：申請情報を入力します。
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【重要】申請画面について、操作が無い状態が１２０分続くと、強制的にログアウトされます。

長時間使用しない場合には、一時保存等を行うようにしてください。

ご自身の管区農政局等を入力してください。

管区農政局等がご不明の場合は、本事業の公募ページ
もしくは公募要領２ページをご確認ください。

「地方」を選択してください。

続く



３．申請の作成・提出

〇経営体情報については、gBizID取得時の情報が入力済みのため、作業不要です。
※「eMAFF種別」が「eMAFFプライム」又は「eMAFFメンバー」でなければ申請できません。
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アカウントと紐づいている経営体とは別の経営体として
申請する場合は、

「別名義で申請」より経営体情報の選択ができます。

続く

「eMAFFプライム」又は「eMAFFメンバー」に
なっているか確認



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その２：事業実施主体情報を入力します。
⇒様式第1-1号２
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普段連絡が取れる連絡先を入力してください。

続く



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その３：事業計画を入力します。
⇒様式第1-1号３
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続く

事業計画「農業競争力強化支援法（平成29年法律第35
号）第21条に基づく事業参入計画の認定を受けている」
について、ご不明な方は下記リンクをご確認ください。

これまでの認定案件：農林水産省 (maff.go.jp)

「事業完了予定日」は、納品書や請求書の接到等、
事業実施に関する一連の手続きが完了すると見込ま
れる日を記入してください（年度内で設定）。

「サービスの類型」について、各類型の詳細は、
公募要領８ページ別表を参照ください。



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その４：成果目標を入力します。
⇒様式第1-1号４
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続く

・成果目標として選択しない項目は、「0」を入力してください。

・成果目標の現状値及び目標値に関する根拠資料は添付資料に添付
してください。

・新規立ち上げ等で現状値が「0」の場合は「0」を入力し、その旨
を説明した資料を根拠資料としてください。



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その５：事業実施経費を入力します。
⇒様式第1-1号５、1-2号２
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総計については、自動入力のため作業不要です。

・補助率については、自動計算のため作業不要です。

・正しい補助率が計算されているかご確認ください。

（補助率1/2⇒0.5、2/3⇒0.67）

国庫補助額は、総事業費から消費税相当額を除い
た額に補助率をかけた額を入力します。

※免税事業者、簡易課税制度の適用を受ける事業者につ
いてはこの限りではありません。

続く



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その６：該当する方のみ、技術カスタマイズ支援タイプと専門人材育成等支援タ
イプの事業実施経費を入力します。

⇒様式第1-1号５、1-2号２

14続く

国庫補助額は、総事業費から消費税相当額を除い
た額に補助率をかけた額を入力します。

※免税事業者、簡易課税制度の適用を受ける事業者につ
いてはこの限りではありません。

該当がない方は、必須マークの欄に「0」を記入し、
次へ進んでください。



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その７：補助率引き上げ要件があれば、入力します。
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続く

「作期・品目分散等産地内や産地間の営農調整を実施」で
〇を選択した場合は、様式第1-5号の添付が必要となりま
す。

「加工・業務用野菜に寄与」で〇を選択した場合は、加
工・業務用野菜に係る実需者との契約書または様式第2-6
の添付が必要となります。

該当がない方は「―」が選択されていることを確認し、次へ
進んでください。

「水田からの転換果樹の生産に寄与」で〇を選択した場合
は、農業者が水田からの転換によって果樹を生産してい
ることを示す書類の添付が必要となります。



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その８：導入するスマート農業機械を入力します。
⇒様式第1-3号
技術カスタマイズ支援タイプ、専門人材育成等支援タイプを申請される方は別途、様式1-3号を作成の上、添付資料
に添付してください。
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異なる機械であっても、導入台数の合計値を入
力してください。

「受益者数」は、導入した機械によって提供されるサービスの
利用者の人数を記入してください。

異なるメーカーの機械を導入する場合は、並列して記入し
てください。

・複数台導入する場合は、すべての機械につい
て入力してください。

・補助対象機械の詳細については事業実施要領
別表４をご確認ください。

続く



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その９：添付資料を添付します。
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続く

※１項目10ファイルまで添付可能です（１ファイル100MBまで）。

ExcelまたはPDFファイルのみ添付可能です。

・ファイル名の頭に事業実施主体名を記載してください。

・必須マークがついている項目は添付が必須です。

導入する機械の機能が分かるもの（パンフレット等）

技術カスタマイズタイプに該当する方のみ

技術カスタマイズ、専門人材育成等支援タイプに該当する場合の
み様式1-3号を添付

補助率を2/3に引き上げる場合のみ様式第1-5号を添付

作業その３で入力済みのため、添付不要 現状値、目標値ともに根拠資料が必要

作業その５、６で入力済みのため添付不要

導入台数分、原則３者以上からの見積書を添付

技術カスタマイズタイプに該当する方のみ

技術カスタマイズタイプに該当する方のみ



３．申請の作成・提出

〇申請者の作業内容その９（続き）：添付資料を添付します。
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様式第1-4号の添付が必要

補助率を2/3に引き上げる場合のみ、加工・業務用野菜に係る実
需者との契約書（契約書がない場合は様式第2-6号）を添付

組織及び運営についての規約に関する書類（定款、約款等）

ない場合は、第４次公募HP上の記載例を参考に作成し、添付

補助率を2/3に引き上げる場合のみ、水田からの転換によって
果樹を生産していることを示す書類を添付

契約内容がわかるもの（契約書等）を添付

財務三表（貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算
書）や、青色申告決算書等を添付

補足したい内容があれば添付 事業の一部を委託する場合のみ添付

これで申請作業は終了です。

事業実施要領様式第1-6号の提出資料チェックシートを参考に申請内容をチェックし、提出してください。

※申請ボタンを一度押すと、確認画面に移行します。

確認画面で再度申請ボタンを押さないと、正常に申請が行われませんのでご注意ください。

内容に不備があり申請内容を編集したい場合は、申請の取り下げを行い、公募締め切りまでに再度申請を行ってください。



３．申請の作成・提出（注意事項）

〇 申請者の作業内容

【その他eMAFF操作にあたっての留意点】

（１）「必須」項目については入力が必須になります。記入漏れが無いようにしてください。

（記入漏れがあると、申請や一時保存の際にエラーが表示されます。）

（２）eMAFFに添付できるファイルのサイズは、１ファイルあたり100ＭＢまでとなります。

それ以上のファイルサイズのものを添付する際には、分割して添付するようにしてください。

（最大10ファイルまでまとめて添付可能です。）

【重要１】 gBizIDプライム発行の際は、書類審査に原則２週間ほどの期間を要します。また、書類に不
備がある等の場合には、さらに時間がかかることも予想されますので、スケジュールに余裕を
もってアカウントを取得して頂きますようお願いします。

【重要２】電子ファイル添付の際は、ファイル名の頭に事業実施主体名を併記してください。

（例：事業実施主体が「スマート農産」の場合のファイル名）

「（スマート農産）様式１－１」、「（スマート農産）様式３－４（成果目標根拠）」 等

【重要３】申請画面について、操作が無い状態が１２０分続くと、強制的にログアウトされます。

長時間使用しない場合には、一時保存等を行うようにしてください。

【重要４】事業費等に誤りの無いよう入力してください。
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